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故石川輿二名誉教授著作目録

著(編〉書

精神科学的経済学の基礎問題 弘 文 堂 昭和5(1930:平

新体制。指導原理 有 斐 閣 昭和14(1939)年

第三の経済学 有 斐 閣 昭和38(1963)年

西国先生による西田哲学へ山道〈編者〕 E自費出版〕 昭和42(1967)年

論 文

キャナンの富の概念に就きて(1) 経済論叢第10巻第1号大正9(1920)年 1月

キャ(2ナ・y完の)富の概念に就きて 経済論叢第10巻第3号 3月

経済学不進歩の原因に就きて 経済論叢第10巻第4号 4月

人格人主生義白一D立考場察に(1於〕ける経済と 経済論叢第10巻第6号 6月

収穫逓増減。諸観点 経済論議第11巻第 2号 8月

人格人主生義の一の立考場察に(於Z・け完る〕経済と 経済論叢第11巻第4号 10月

将来本及の産ひ業其的他指の導諸者国としての日 経済論議第11巻第5号 11月

正常の需要要素及供給の動的考察と時 経済論叢第12巻第 1号 大 正10(1921)年 1月

経済に学就のて根抵をなす公益的精神 経済論叢第24巻第 1号昭和 2(1927年 1月

経本済学質論の一の部意義門にと就してての径済学 経済論叢第25巻第4号 10月

アダム・スミス「富国民論」の
経済論叢第25巻第6号 12耳

基本的考察

アダ研究ム・スミス方「富法国基民論本」的の
事 対 象枯に の 考 経済論叢第26巻第 1号昭和3(1928)竿 1耳

経商学史基礎論 経済論叢第29巻第 2号 昭 和4(1929)年8耳

ディルタイ哲学と経済哲学位) 経済論叢第32巻第4号 昭 和 6(1931)年 4月

デ害意ィ義もル享タZイ存哲薬学品と経喜済善哲学韓(2首. 経 済 論 叢 第時第2号 8月

経喜章喜認識主観としての実践 経済論叢第34巻第 1号昭和 7(1932)年 1耳
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マルクスに於ける精神科学的方
法

思想対策批判ー我国現代自社会
問題の意義k思想対策

変革期自社会政策

安定期峰済学と変革期経済学

現代社会問題より見たる琉球
現代社会問題研究の基礎とし
ての国民俳研究白一考察

琉球農村共同体と我国民理想と
しての『国民共同体J 困民
性に基く現代社会問題目一考
察ー

へーゲノレ史観の実践的構造(1)

へーゲノレ史観0)実践的構造
(2・完〉

経済本質論(1)

市民主義・国家主義・国民主義

経済本質論(2)

へーヶソレ市民社会論と経済学

満洲問題と国民主義

経済守二史り基本問題

経済学史の基本問題〈下〕

現代の「生の哲学」としての経
済 哲学そD概念と課題と立
場

革新原理としてlDi民有国用」
に就いてー電力国策に現れた
る経済的革新原理

新国民主義の立場

新国民主義の立場〔下)ーその
学史的考察一

新国民主義主国民共同体

国民生命史観

国民生命史観の諸問題

『維新自詔』に於げる変革白国是

現代変草期に於げる日本国民経
済学の意義

国民共同体の人間学的基礎

「民約論」に於ける共同体思想

(出6)130 
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共同体の人間学的考察

共同体思想の国民的性格

共同体思想の国民的性格(下〉

共同体思想の生的基礎

日本国民経済の根本性格

経済学の発展と新日本経済学の
性格

戦争由意義と共同体的園内革新
の急務

日本共同体経済学D建設省佐藤
信淵

日本経済学の根本原理

社会問題と国民的性格

現代日本の革新

日本経済理論に於ける主体性の
発展

非常時局下に於ける日支り態勢

新体制の原理と政治経済

現代日本の危機と経済学

東亜の新体制について

現代世界学としての日本学の根
本理念

長期総力体制り確立と「いへ」
の論理

大東亜戦争の世界史的意義

世界的論理の転換者日本
帥柑

大東亜日本の確立と犬家の論理

創造的世界経済学序説ーその課
題と論理について

創造的世界経済学の世穿史的基
礎 1)ー原子力時代の経済学の
語a題と論理についてー

創造的世界経済学D世界史的某
礎(2)一自由・平等・博愛の世
界経済学ー

今日の経済学の哲学
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:r. '1セイ・その他

晩年のマージャル先生を訪れL
頃の思ひ出

晩年のマ シャル先生を訪れし
頃り恩ひ出

教育白意義と学制改草D四綱領
に就て

「社会科学」特集マー
究，改造社 大正15(1926)年 1月

彦根高等商業学校商業及経済研
究会パンフレツ卜第 1号 大正15(1926)年 3月
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昭和32(1957)年 3月

昭和33(195且〉年11月

昭和37(1962)年 3月

昭和38(1963)年12月

昭和39(1964)年 9月

昭和41(1966)年 3月

昭和41(1966)年 4月

石川輿二先生の巻 「思い出草」京都大学経済学部昭和44(1969;年 7月

あとカミき

石川興ニ先生り著作目録を作成するにあたって，多くの方々の醐協力をいただいた。醐遺族をはじ

め，出口勇蔵(本学)名誉組担，桑原晋(日本大学〕教控，杉原四郎(甲南大学)教握，松尾惇(潜

賀大学)教授，葛西孝平(京都教育大学〉教授，および本学部資料室の方々に，厚〈御礼申し上げる.

なお，著作目録申うち.新聞などへの寄稿文は割愛したことを，お断わり Lておきたい.

著作目蝿作成者平井捜彦


